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評価項目の達成および取組状況 

 1 教育 

 2 施設・設備 

 3 学生サービス 

 4 教育面などでの特筆すべき取り組み 
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 教育分野 看護 

１ 教  育 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．カリキュ

ラムは貴

校の教育

目標をど

のように

反映して

いますか 

○両学科とも令和４年４月より新

カリキュラムを運用している。 

〇教育理念、教育目標を土台とし、

教育目標を示し、カリキュラム構成

を行っている。また、教員への周知

を行っている。 

〇「教育理念」を各学年の教室・廊

下に掲示し、常に意識してもらいや

すいようにした。 

〇機会があれば勉強会に参加して

いる。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇学生及び教員に対して、教育

理念や目標を引き続き周知し

ていく。 

〇カリキュラムの運用方法に

ついて、引き続き教務会等で検

討していく。 

〇看護師不足を補うためにも、

准看護師の役割を理解し、准看

護師教育の意義を、更に内外に

知らしめる必要がある。 

〇教員に対しても更なる教育

目標の理解・共有を図る。 

●教育理念の改善はすばらしい。

理念の復唱などはしているか？ 

回答：「誠実」という言葉を大切

にし、授業に取り入れるなどして

いる。 

●実習でも理念を学生に聞く場

合がある 

回答：実習開始前に理念を再確認

させている 

２．カリキュ

ラ ム に 卒

後 の 職 場

の ニ ー ズ

を ど の よ

う に 反 映

し て い ま

すか 

〇地域を基本とした多くの場での

活動を求められることを考慮し、新

カリキュラムでは看護実践力やコ

ミュニケーション力の向上を目指

す内容とした。 

 

〇姉妹校への訪問、見学ができた。

特典などをうまく利用し、引き続き

進学する学生を増やす必要がある。 

〇2023 年度、准看護科の進学率は

56％であった。 

〇コロナの影響でアルバイトに制

限があり、経済的負担から進学を見

送る学生がいた。 

〇准看護師の役割として、観察と報

告を重視すると共に、患者体験から

患者の気持ちを慮る看護技術の習

得に務めている。 

〇准看護科のカリキュラムに看護

過程が含まれず、就職が限定される

場合がある。引き続き関連病院と話

し合いをしていく必要がある。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇卒業後に就職した職場と連

携を取りながら、今後も卒後研

修にも協力したい。 

〇准看護師の働き方や病院で

の位置付けを明確にし、学生に

対しても理解を求める取り組

みが必要となる。 

〇准看護科の学生には、引き続

き看護師の資格取得を勧めて

いく。また、1 年生の早いうち

から、姉妹校の見学説明会を行

う。 

〇引き続き、准看護師の職場ニ

ーズの把握に努めていく。 

●大学との棲み分けはどのよう

に考えるか 

回答：今や、大学の 3 校に 1 校

が看護学科を備えている。就学期

間が短いことなど、大学と違う良

さを出していきたい。 

回答：カリキュラムの中にも、看

護実践者を育てる教育、実践能力

が上がるような教育を取り入れ

ている。即戦力は難しいが、現場

で求められるスキルや、地域の方

の健康を守っていく教育をして

いる 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

３．授業科目

の 学 年 進

行 や 時 間

配 分 は 適

切ですか 

〇全学年新カリキュラムで運用し

ている。 

〇コロナ等への対応について、実習

病院、実習施設等の状況を入れて考

えた。 

 

〇昨年度はコロナへの対応に追わ

れたが、今年度は概ね通常の講義を

行うことができた。 

〇欠席者にはリモート講義に切り

替えるなど、柔軟な対応ができた。 

〇リモート講義などで調整し、全員

年度内に授業を収めることができ

た。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

〇進度調整と講師依頼の時期

なども引き続き検討していく。 

〇新旧カリキュラムについて

混同しないように取り組む。 

 

４．シラバス

（ 授 業 要

項）を作成

し て い ま

すか（内容

は 適 切 で

すか） 

〇作成している。 

〇授業内容は学生便覧に明記して

いる 

〇カリキュラム改正に合わせて担

当科目の見直しを再度行い、漏れや

重複がないようにした。 

〇新カリキュラムのシラバスは講

義依頼時に一部修正し、より分かり

やすく変更している。 

〇授業内容は教員・学生双方が分か

るように明示しているが、未だすべ

ての配布には至っていない。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

〇引き続き、非常勤講師にシラ

バスについて説明し、教育内容

に漏れの無いようにする。 

〇学生への冊子配布の実現 

〇准看護師に求められる実践

能力の育成に則った内容であ

るか、教員間で意見交換し、そ

こにより即した内容となるよ

う、改善に努める。 

 

５．カリキュ

ラ ム の 見

直 し 体 制

は ど の よ

う に し て

いますか 

〇看護学科では、前後期終了後、教

務会での議題として見直しを行っ

ている。 

〇准看護科でも、前後期終了時や問

題提起があった場合などに、教務会

議で時間数も含め見直しを行って

いる。 

〇新カリキュラムにつき、今年度は

一層の見直しが必要。 

〇年度末に短時間で見直しを図っ

ているため十分とは言えないが、授

業担当者からの意見を取り入れて

いる。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇新カリキュラムの運用に関

しては、教員や講師と協議し慎

重に進める。 

〇今後の動向や情報を元に、教

務会議等で見直しを行ってい

く。 

〇カリキュラムについての話

し合いを設ける会議を定期的

に行う。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

６．テキスト

や 教 材 を ど

の よ う な 基

準 で 採 用 し

ていますか 

〇2021 年度より電子テキストを

導入している。 

〇教育目標や教科の内容に合わせ、

学生により分かりやすいと考えら

れるテキストを採択している。学生

の経済的負担に配慮して精査した。 

〇講義での使いやすさや、講師との

話し合いも踏まえて決定している。 

〇講義内容により、副読本の活用及

び動画利用などの工夫をしている。 

〇あまり活用していない副読本が

あったため、担当講師に相談の上変

更し、学生の経済的負担に配慮し

た。 

〇使用頻度の少ないテキストを削

ることにより、使用しないテキスト

の購入には至らなかった。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇カリキュラム改訂や新刊本・

改訂本など注意深く情報を得、

ICT 教育も含め今後も教務会

議等で見直しを行っていく。 

〇学生の反応や意見を考慮し、

ICT 導入による教育を一つの

方略として活用する。 

〇テキストの使用状況を確認

し、内容と合わせて再検討し、

学生への冊子配布につなげる。 

 

７．目標とす

る 教 育 効

果 を 踏 ま

え て 適 切

に 成 績 評

価 を 行 っ

て い ま す

か 

〇評価は終講試験だけでなく、課題

や実技などを踏まえ、担当教員が認

めた方法で行っている。 

〇３０時間を超える授業について

は、中間・終講の 2 回試験を行い、

その都度合格まで再テスト等を行

っている。 

〇実習評価は評価表に沿って、教員

及び実習指導者が合議して評価し

ている。また、教務会でも討議し決

定している。 

〇准看護科実習においては、指導者

評価と教員評価を照らし合わせ、点

差が大きい場合は合議する。それ以

外は指導者と教員評価の平均値と

する。 

〇准看護科の臨地実習においては

ルーブリック評価を取り入れた。 

〇成績不良者及び未成年者に対し

て、保護者との連絡を密にしてい

る。家族の協力があることで、成績

上昇がみられた。 

〇中間試験があることにより、学生

に勉強の必要性を意識化させるこ

とが出来、退学・休学を最小限に抑

えている。 

〇ルーブリック評価を取り入れ、よ

り主体的に今の自分のレベルを学

生自身が確認しながら評価するこ

とで、次なる課題を見出しやすくな

った。母子看護実習のみ、従来の評

価方法を続けているため、見直す必

要がある。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇成績評価について、ベースと

なる学習を教員間で行なって

いく。 

〇均質的な実習評価を目指し、

実習調整者を中心とした協議

が必要である。 

〇成績不良者及び未成年者に

対しては、引き続き保護者との

連携を図っていく。 

〇母子看護実習の評価方法も、

実習目標とともに見直し改善

を図る。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

８．学生の理

解 度 に 応

じ て 授 業

を 柔 軟 に

進 め て い

ますか 

〇学生の理解度に合わせ、各教員が

授業形態や授業方法を選択してい

る。 

〇担任と非常勤講師で、問題を早期

解決すべく話し合いを行っている。 

〇非常勤講師への授業アンケート

の一部開示を行っている。 

〇授業中の姿勢などで、関心を持っ

ているかを判断している。 

〇基礎学力の差が大きく、学習習慣

なども生活環境による違いが大き

い。授業や試験の結果を受けて、早

めに対処するようにしている。 

〇臨地実習の指導などに時間がか

かり、授業方法等について研究する

時間がとれない。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇研究授業や公開授業などを

行い、教員間でも検討してい

く。 

〇両学科とも、常勤教員へのア

ンケート開示を行っている。 

 

９．学生の学

力 不 足 を

補 う た め

の 教 育 を

と く に 実

施 し て い

ますか 

〇国家試験対策では、教員と学生に

よる国家試験対策委員会が活動し

ている。今年度も、例年の補習対策

に加え、各学年委員会が自主的に決

定し、対策を実行した。 

〇資格試験対策においても強化学

習などの対策を行った。2 年次に資

格試験対策委員を立ち上げ、学生主

体の学習を毎朝行った。また、成績

不良者を対策委員のメンバーに入

れることで、自主的に学習に参加で

きるようにした。 

〇成績不良者に対する補習を、3 年

次の夏期休暇および国家試験前に

実施した。 

〇入試合格者に対して入学前教育

プログラムを導入し、事前課題に取

り組んでもらっている。入学後には

確認テストも行い、基礎力の定着や

学習態度なども判定している。 

〇国家試験対策委員会「ナースにな

るぞ委員会」を継続的に運営してい

る。学生と教員が定期的に会を開

き、クラスに持ち帰った国試対策を

学年に応じて実施している。学生の

主体的な国家試験対策が維持でき

ている。 

〇在学期間を、有意義に学習に集中

する期間であることを学生に対し

て指導している。 

〇成績に個人差があったが、全員合

格を目指し学生同士自主的にサポ

ートしあうことができ相乗効果を

得られた。結果、今年も合格率

100％に繋がった。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

〇 

〇引き続き、成績や授業態度に

問題のある学生に関しては面

接を行い。できるだけ早期に行

動の修正ができるよう取り組

む。 

〇資格試験対策の効果をさら

に向上させるべく、時期や方法

について継続的に検討する。 

〇実習と資格試験対策が関連

していることを意識づけてい

く。 

〇問題がある場合はその都度

教務会で協議する。 

〇基礎力リサーチの結果を用

いて、注意の必要な学生には早

めに対応していきたい。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

10．マナー

（喫煙指

導などを

含む）や

しつけの

教育や指

導を行っ

ています

か 

〇担任を中心に、看護学生としての

マナーや身だしなみを都度指導し

ている。 

〇学生のプライベートの部分まで

ケアし、何かあったときには学生、

家庭、学校の三者で話し合うように

している。 

〇実習では「報告・連絡・相談」が

必要不可欠であり、そのための教育

もしている。 

〇看護者の倫理綱領などを用いて

指導している。 

〇学内のみならず学外での行動に

ついても指導が必要である。 

〇学外からの指摘があった場合す

ぐ対応している。 

〇体調管理など含め自分の事が自

分でできるトレーニングが未だ不

十分な学生がいる。そうした学生は

身だしなみも乱れがちである。 

〇家庭環境や成育歴により指導が

必要な学生に対し、多くの時間を必

要としている。特に身だしなみ（服

装・髪型）や言葉づかいについての

指導が多い。 

〇全教員が常時指導を行っている

が、行動に変容のない学生もいる。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     〇 

〇マナー・倫理観の学習を深め

る必要がある。 

〇学生指導の内容が複雑化し

ており、対応した教員のメンタ

ル面でのフォローも必要であ

る。 

〇今後も、公認心理師の先生と

連携していく。 

●マナーの自己評価が毎年低い

ままなのはなぜか 

回答：看護学校であるため、マナ

ーの査定が厳しい。 

●マナーが守られているなら、自

己評価を上げても良いのでは 

回答：昨今、男子学生のヘアスタ

イルが実習に不適切な場合もあ

り、指導している 

11．教育技術

（教育方法） 

の研修・研

究 を 実 施

し て い ま

すか 

〇夏休み等の限られた期間内で、研

修に参加している。 

〇研修に参加した教員に、会議での

報告や資料の回覧等行ってもらっ

ている。 

〇一部、共同学習を取り入れてい

る。 

〇新しい教育方法について学ぶ機

会があり、各教員積極的に取り入れ

ている。 

〇各教員に、専門領域に関する学会

や研修会への参加を呼び掛け、年２

回の研修会参加を促せた。だが学内

実習や講義等で研修に参加しにく

い状況であり、研究も同様に時間的

余裕がなく実施できていない。 

〇個別指導に費やす時間が非常に

多い。それぞれの生活環境が大きく

影響していると考えられる。 

〇人員が少なく、一人の教員に対す

る役割が大きい。 

〇実習指導での担当学生数が非常

に多く負担が大きいためか、教育方

法について学ぶ姿勢が不足してい

る教員もいる。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇教員の自己及び相互研鑽の

ためにも、研修に参加できるよ

うな体制作りが必要。奈良県看

護協会主催の教員継続研修の

受講を進め、自己研鑽に務め

る。 

〇教員が、カウンセリングなど

学生指導に活かすことのでき

る研修を計画している。 

〇研修会に参加した教員には

伝達講習を行ってもらいたい。 

〇実施している新しい教育方

法について、教員間での共有、

研修会参加を積極的に進める。 

〇教員同士で授業内容の吟味・

相談などを出来る環境作りが

必要。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

12．学生によ

る 授 業 評

価 を 実 施

し 教 育 改

善 に 反 映

し て い ま

すか 

〇終講時に授業評価や卒業時アン

ケートを行い、その結果を受けて各

教員が授業内容や方法改善に取り

組んでいる。 

 

〇教員自身は結果を受け次年度に

活かすよう、前向きに取り組んでい

る。検討を要する場合は教務会で協

議している。 

〇学校関係者評価において、授業評

価の充実が指摘されたが、未だ非常

勤講師に対して授業評価が十分に

生かされていない部分もある。 

〇授業評価をオンラインに変更し

たため、評価をする学生が減少し

た。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     〇 

〇授業評価の内容について引

き続き検討していきたい。 

〇実習だけでなく講義におい

ても目標の到達レベルチェッ

クを行い、終講試験と併せて理

解度の確認をしていく。 
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２ 施設・設備 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．教室の数

や広さ、附

帯 設 備 は

適 切 で す

か 

〇設置基準に基づいている。 

〇面談スペースが少ないため、利用

が重ならないよう調整している。 

〇昨年度設置いただいた空調は良

好に稼働している。 

〇校舎の建設後 20 年以上が経過

し、設備等に不具合が生じ始めてい

る。 

〇大きな学生向けの机や椅子がな

い。机・椅子の老朽化。 

〇学生へのトイレ掃除の指導が難

しい。 

 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇体格の良い学生向けに、大き

いサイズの椅子と机を準備し

たい。 

〇設備などの計画的なメンテ

ナンスや新規購入を進めたい。 

〇自転車置き場に屋根を設置

したい 

〇備品の検討が必要。 

 

２．図書室を

設 け 蔵 書

を 適 切 に

揃 え て い

ますか（有

効 に 活 用

さ れ て い

ますか） 

〇放課後の自主学習など学生の活

用度は高い。 

〇卒業生がよく学校に来る。関連病

院の看護師の方も、研究発表の資料

作りで来校される。 

〇図書は専門分野ごとにある程度

充実しているが、古いものもある。 

〇図書室のコピー機を刷新し、カラ

ーコピーも対応可となった。 

〇学生や卒業生が使用しやすい環

境である。 

〇所在不明な図書が出ないよう、書

庫を時間利用としている。 

〇図書室の本を検索して、ケースス

タディや実習のまとめ発表に活用

している。 

〇蔵書検索用のパソコンが老朽化

しており、利用者も少ない。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇新書の購入の推進  

３．実習・実

験 室 の 数

や広さ、附

帯 設 備 は

適 切 で す

か 

〇基準に規定された通りで適切で

ある。年に１回実習室の備品点検を

行っている。 

〇タオル・シーツ・寝衣などの補充

をしている。 

〇必要に応じ、物品購入を行ってい

るが、22 年目を迎え、買い替えが

必要となってきている。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇段階を追って、新規購入が必

要。 

〇備品点検時に備え、新規物品

購入時に、番号と年月日を入れ

る。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

４．最新機能

を 備 え た

視 聴 覚 機

器 や 情 報

機 器 は 足

り て い ま

すか（有効

に 活 用 し

て い ま す

か） 

〇一人一台パソコンを持ち、業務を

行っている。 

〇各教室の情報機器が古くなり、故

障やトラブルがあるが、機器の買替

により対応している。 

〇パソコン室のプリンターが 1 台

しかなく、授業等で支障をきたして

いる。 

〇ソフトウェアのバージョンが古

く、DVD 視聴や PowerPoint の読

み込みに難がある。 

〇プロジェクターのない教室があ

り、セッティングに手間と時間を要

する。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇常に最新の状態を保てるよ

う、定期的に点検していきた

い。 

〇学籍管理ソフトや、学生への

連絡アプリの導入を検討した

い。 

○パソコン室のパソコンを新

しいものにする。 

●学園全体で見ると。ＩＴ化が進

んでいる学校もあればそうでな

い学校もある。足並みをそろえた

方が良いのでは。 

●大阪府の公立高校は、全員web

出願となった。合否連絡などもイ

ンターネット経由である。 

５．ニーズに

応 じ た 学

生 寮 を 保

有 し て い

ますか（有

効 に 活 用

さ れ て い

ますか） 

〇学園の学生寮が設置されており、

学生の入寮が可能である。 

〇入居する学生には、管理規則を遵

守するよう指導している。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

〇希望者が入寮できるように

する。 

〇寮生への管理規則遵守を徹

底する。 

 

６．体育館や

運 動 場 な

ど を 保 有

し て い ま

すか（有効

に 活 用 さ

れ て い ま

すか） 

 

〇関連施設の体育館を年に数回授

業で利用している。 

〇関連施設のバスで送迎していた

だけるため、利用しやすい。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

 

〇今後も積極的に体育館を使

用していきたい。 
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３ 学生サービス 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．クラス担任

制をとり修

学に問題の

ある学生に

対して適切

な対応を行

っています

か 

〇担任 1 名、副担任 1～2 名で学

生指導を行い、問題がある学生に

ついては教務会議で協議してい

る。 

〇必要な場合は教務主任が保護

者と連絡を取り、情報交換をして

いる。 

〇成績や授業態度等問題のある

学生には、面接を随時行ってい

る。 

〇教員数の不足 

〇放課後に学生からの相談が多

く、残業となり、身体的・精神的

な負担が大きい。 

〇准看教育に興味を持つ人の確

保が非常に困難 

〇准看護科は年齢層が高く、自主

的に勉強できる学生が多い。二十

歳未満の学生は、こちらから働き

かけないと学習が定着しない。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇指導が必要な学生の増加で教

員の対応時間が長くなるため、他

の業務に支障をきたさないよう

業務分担が必要。その際、担任の

役割・考え方を共有することが大

切である。 

〇様々な課題を抱えた学生が多

いため、担任に限らず誰もが学生

に関わり共有する必要がある。 

 

●教員数の不足とあるが、本来の

人数は？ 

回答：厚労省での決まりは看護学

科 8 名、准看護科 5 名だが、法

律と異なり、実際は実習場所が多

いため、教員がつきっきりになる

と人数が足りない。専任教員養成

講習会の受講も必要、次年度参加

予定。 

２．学生に対し

てカウンセ

リング（心理

相談）を行っ

ていますか 

〇教員が学生と個別に対応して

いることもあるが、公認心理師と

連携を取り、相談しながら対応し

ている。必要時、公認心理師と定

期面談も行ってもらう。 

 

〇公認心理師が授業も担当して

くださっており、学生にとっては

安心できる環境である。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

  〇 

〇少なくとも週２回のカウンセ

ラー常駐が望ましい。 

●教員のメンタルフォローは？

教員が生徒の学生指導している

が、それによる負担はないのか 

回答：カウンセリングについて

は、入学後すぐに教員が面接。入

学前課題や基礎力リサーチで学

生の様子、学力を把握している。

また、臨床心理士の先生にも相談

している。 

回答：権利意識の強い学生が多

く、日常生活から指導が必要。教

員数の不足や学生からの言葉の

ハラスメントなどに対して、学校

がどのように守ってくれるのか、

と教員から質問もある。 

回答：専任教員が高齢化。定年退

職はほとんどで、中途退職は少な

い。 

 



11 

 

項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

３.教室以外に

休憩スペース

が適当に置か

れていますか 

〇休憩時間にはラウンジで友達

と歓談している場面が良く見ら

れる。 

〇感染対策でラウンジでの飲食

は禁止している。 

〇グループワークや自習のスペ

ースが不足している。 

〇休憩時間、ラウンジに３クラス

重なると狭い。 

〇歓談できるスペースが少ない。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

 

〇スペースに限りがあるため、効

率の良いラウンジの使い方を引

き続き検討する。 

 

４．食事場所や

売店などの

スペースが

設けられて

いますか 

〇弁当、パンの販売があり、学生

は教室で食事をとっている。売

店・食堂はない。 

〇今年度も、食事は教室内で黙食

するよう指導している。 

〇弁当やパンの販売は好評で、学

生もよく利用している。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

〇関連病院の食堂利用について

も引き続き検討されたい。 

 

 

５．学校独自に

奨学金や特

待生制度を

行っていま

すか 

〇関連医療法人の奨学金制度が

あり、学年にもよるが 1 クラス 2

～7 人程度が利用している。 

〇給付型奨学金の要件や採用決

定時期が厳しく、関連施設への就

職に繋がらない恐れがある。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   〇 

〇完全給付型奨学金制度への変

更が望まれる。 

 

●教員になりたい卒業生はいる

か 

回答：一定数いる。現場からの引

き抜きは良くないので難しい部

分もある。 

●卒業生が関連病院で働き、学校

に戻る、といったモデルも考えら

れる。それも踏まえて、たくさん

就職してくれれば。 

６.その他 〇京阪寝屋川市駅から JR 忍ヶ丘

駅経由で、学園の無料スクールバ

スが運行されている。 

〇教員年齢層の高齢化 

〇最寄駅である近鉄生駒駅から

のスクールバスがない。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    〇 

〇教員の確保が課題である。 

〇近鉄生駒駅からのスクールバ

スを検討していく。 
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４ 教育面などでの特筆すべき取り組み（自由記入） 
※学内においてこれまで記入したこと以外に、教育、施設・設備、学生サービス面での特筆すべき取り組みがあれば記入ください。 

〇カリキュラム改正後は、教育理念や教育目標、卒業時の到達目標、看護師教育の技術項目と卒業時の到達度など、全教員が参加して再確認を行った。授業科目に関わる 

教育の姿勢も変化するのではないかと考えている。 

〇新カリキュラムに則りながらも、経験値による教授に偏らない、新しい教育方略をもっと柔軟に取り入れていく必要がある。 

〇ティーチングからコーチングへの教育方略の変更や、ICT 教育の取り組みが全教員に浸透するよう、今後も教務間での情報交換や勉強会の参加に務めていく。 

〇看護教育における頭作りとともに技術教育にも力を入れ、「気持ちの良い看護」が提供できるよう引き続き学び、学生に伝えていきたい。 

〇感染対策として検温・行動記録・手洗い・マスクとゴーグル・アクリル板の設置・食事のとり方、掃除の方法・教室内や机、椅子等の消毒など、多岐に渡る対策を現在も 

毎日行っている。 

〇感染対策を踏まえつつ、臨地実習施設と相談を行い、意識と技術の高い学生を育てていきたい。 

〇一人でも多く関連病院に就職してもらいたい。引き続き医療法人和幸会と学校法人栗岡学園が連携し、目的が達成できるよう協力していきたい。 

〇少子化の影響もあり、入学志願者が減少している。学校の強み・弱みを再度検討し、魅力ある専門学校作りをしていかねばならない。 

〇広報の面では、個別相談の回数を大幅に増やし、積極的に対応している。 

〇業務内容・看護技術・学生に関すること等について、教員同士が連携し、互いの質を高めていきたい。 

〇より時代に合った学校整備（自転車置き場の屋根など）を検討していく必要がある。 

〇入学前から個性やキャラクターを把握し、学生が充実した学生生活が送りながら成長できるよう支援し、進学相談や就職相談に対するアドバイスも行っている。 

〇学校全体で、キャリアアップを含めたキャリア支援をしていく。 

〇卒後のサポートも手厚く行っている。卒業生にも本校で学んでほしい。 

〇学園全体でエンロールメントマネジメントに取り組み始めた。 

〇欠席をする学生が増加傾向にある。 

〇他の看護学校が新設され、実習施設から受入を中止される場合も出てきた。 

委員より 

●奈良県専修学校・各種学校連合会主催の見学説明会を、阪奈中央看護専門学校にて開催した。高校の進路指導部の先生方に、学生の声を聞いていただくことができた。また学生の

うち 2 名の母親が当校の卒業生であることも、良さの表れと捉えている。 

●高等教育の就学支援新制度が導入されているが、専修学校にとっては大学への流出を後押ししてしまいマイナスとなっている。さらに、大学は定員の 8 割入学を厳守しなければ

ならず、学生の確保が最優先。専修学校がこれに対抗するには、募集の仕方を媒体だけでなく、地域活動や口コミを大事にしていく必要がある。 

●大学は学習習慣を身に着けた生徒が入学するが、専修学校は学習に受け身な学生も多く、まずは学習習慣を身につけさせなければならない。勉強を頑張る意味を、学生に理解して

もらえるような取り組みが大事。専修学校全体で協力し合っていきたい。 

●滋賀県の淡海書道専門学校は、学生が地域で筆耕のアルバイトをするなど、地域に根差した教育を行っている。卒業生は自宅で書道教室を開業することも多く、地域とのつながり

を大切にしている。また書道財団と連携し、会報誌に学校を掲載。登録者である書道教室の 2 代目 3 代目が入学した。関連団体との連携や、地元の親交が大事である。 
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●高等学校には組織として、生活指導部・進路指導部などがあるが、その中でも入試対策室の力が大きく、学内にも協力体制がある。学生募集を教職員で行っておられるが、募集に

特化した専門職員が必要。入試対策室からは LINE, Instagram,tiktok などの SNS を毎日発信しているが、専門外の職員や兼任だと無理がある。専門職員は責任の重さが重要。戦

略には強烈なものもあるが、教員も巻き込んで協力していく体制が重要。 

●SNS の利用の巧拙で募集が変わる。三幸学園は、全体の戦略を練る部門、地域ごとに現場を稼働させる部隊に分かれており、データベースを活用して組織を戦略的に運営してい

る。学生も巻き込むなど、SNS の運用が上手なところは募集が好調である。 

 


